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千年以上前の道

日本書紀に始まるわが国の歴史書には、道

路を設置したという記録がいくつも登場しま

す。その中で最も重要なのは「五畿七道」と「駅

伝制」のことでしょうか。この新しい制度の

中で、ここ尾張の国は東海道という「道」に入

りました。もちろんこの「道」というのは地方

を区画する名前でした。しかし「道」を通して

都と各国府を結ぶ道路が整備されたため、そ

の道路を指すようにもなったのです。このた

め８世紀頃には、奈良の都から伊賀・伊勢・

尾張・三河の国々を通って東国へと向かう道

が東海道としてこの名古屋付近を通っていま

した。

ではその道は具体的にどこを通っていたの

でしょうか。短くとらえても１０００年という長

～い、長い「時」を隔てた道です。これまでに

も多くの人がこの問題に挑戦してきました。

しかしながら未だ具体的な姿は明らかになっ

ていません。今回は、それらの先人の調査・

分析を紐解き、現地を訪ねつつ、古代の道の

姿を追ってみることにしたいと思います。

名古屋付近の古代東海道

（１）古代道路の発掘

古代の道路に対する認識は今から４０年ほど

前で大きく変わりました。それまでは、古代

の道路といえば、細く、曲がりくねった道が

連載にあたって
これまでこの歴史紀行では名古屋のいろいろな古道を紹介してきました。平成１５、１６年

には近世・江戸時代の古道を中心に。同じく１８年には中世・鎌倉室町時代の鎌倉街道と呼
ばれる道を辿りました。
しかしまだ紹介できなかった大切な道があります。それは古代・平安時代以前の道です。

鎌倉街道を辿った時にかすかに垣間見た古代の道。今回は、その、幻のような古い道の道
影を追って、再び名古屋の街を歩いてみたいと思います。

―――――――――――――――――――――■【１】古代の東海道…津島から ■―――――――――――――――――――――



里から里へと続いているというイメージでし

た。それが１９７０年代に始まる全国的な調査・

発掘で、広く、まっすぐな道が計画的に築造

されていたことが分かったのです。

１９８８年にまとめられた「古代日本の交通

路」全４巻では、歴史、地理、考古学などの

学際的な調査の結果として、全国で発見され

た古代道路が紹介されています。（文献①）。

中には航空写真の分析から、何と１６㌔にわた

って続く直線道路も見つかりました。その後

も全国で続々と発見が続き、古代の幹線道路

は直線指向で、平坦な所では１５㍍位の幅員（側

溝の中心間で１２㍍位）だったことが分かって

きたのです。

東海道についてはしばらく発掘事例があり

ませんでしたが、平成６年、静岡県の東静岡

駅の横にある「曲金北遺跡」で、幅１５㍍ほど、

長さ３５０㍍の道路跡が発掘されました（図１）。

その後神奈川県の平塚でも発掘され、東海道

も全国と同じような道路が整備されていたこ

とが裏付けられたのです。

（２）名古屋付近の古代東海道

それではこの古代東海道は、名古屋付近で

はどこを通っていたのでしょうか。当時古代

幹線道路には、ほぼ３０里（１６㌔）毎に「駅家」が

設けられ、通行者の便宜を図っていたとされ

ます。

始めの頃の駅家名の資料はありませんが、

１０世紀の延喜式では、尾張国には、

「馬津」「新溝」「両村」

の３駅があったと記載されています。このう

ち馬津駅は伊勢国から木曽三川を渡った東岸

になると考えられており、また両村駅は八橋

に近い三河国の境、境川の手前だったという

のが定説です（図２）。

問題は肝心の新溝駅です。北は①岩倉市の

新溝神社付近という説から、名古屋市内の②

西区浅間町付近、③中区古渡付近とする説ま

であります。しかし、①は北に寄り過ぎてお

り、②は「北駅、南駅」という明治以降の地名

から考えられたようです。従って、一応、③

の古渡付近としておいてもよさそうです。も

ちろん直接の証拠になるものはありません。

もうひとつ、この古道ルートのポイントに

なるのが甚目寺町の「萱津」です。というのは、

８３５年の太政官符に草津渡の渡しの船を１艘

から３艘に増やすという記述があるのです

（類聚三代格）。この草津は定説では萱津のこ

ととされ、渡る川は今の庄内川・五条川と考

えられています。

従って尾張の国の古代東海道ルートは、概

図２ 尾張を通過する古代東海道想定ルートと駅家（文献②）
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ね、木曽三川を渡って津島付近から東に、萱

津で庄内川等を超えて東南に進み、古渡付近

を通り豊明市の境川を渡って八橋に向ったと

考えることができます。

（３）馬津駅

さてこの歴史紀行のスタート地点は古代東

海道が尾張の国に入る馬津駅です。馬津駅に

ついては木曽三川の東岸としましたが、ここ

にもいくつかの見

解があります。し

かし多くの意見は

津島駅の東北、３

㌔ほど行った愛西

市町方町の「松川」

ではないかとして

います。その理由

は、①ゥマツ駅と

松川の音が合うこ

と、②隣に東馬、

西馬という地名の

あること、そして

③付近一帯が木曽

川の流れでできた

自然堤防になって

いることでしょう

（図３）。

しかし松川を駅家とすると、そこから東に

向う時に再び渡河が必要になります。このた

め川を渡った東側の津島市北町付近ではない

かという説もあるのです（文献④）。

紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行 馬津駅

… 古い河川堤防の跡を追って …

それでは馬津駅とされる一帯を歩いてみま

しょう。まず有力候補地の松川から堤を歩き、

津島神社に寄ってもうひとつの候補地、上街

道（津島街道）の入口付近を訪ねます。

〈松川から〉

名鉄の津島駅から西北に、タクシーで千円

ちょっと。町方西交差点の少し先の松川公民

館で下車します。南北に走る道路は昔の佐屋

川の堤防です（図４）。この堤防はお囲い堤の

跡でしょうか。今でもやや高くなっているの

が分かります。「松川」はここから東側、「西

馬」がここから南側になります。松川といっ

ても広く、ここを東に向かう道も堤防だった

図３ 松川付近の地名と微高地（畑と宅地）

図４ 中世以前の河川の流れの想定（最近の地図に文献⑤の図を組み入れた）



ようです。見れば住居は道路の北側に集中し

ています。

道を東に進みます。少し行くと左に神明社

があり松川集落の中心のようです。広い松川

のどこに駅があったのでしょうか。道は車の

行き交う道と斜めに交差し、すぐ２本目と交

差しますが、その先は通れません。左側の道

に迂回して進むと、少し先に姥が森神社があ

ります。須佐之男命が来臨の時ここで老婆が

神託を受けたので造られた社とされ、いわば

津島神社の故地のようです。明治の初めに津

島神社に移されましたが、戦後住民の手で再

建されました。この付近も駅の候補地かもし

れません。ここからはまた細い道を東南に進

みます。

少し行くと左に唯称寺があります。この付

近は十二城という中世の城館跡で、前の池は

堀の跡とされ、東側には城址の石碑が立って

います。

道はここで突き当たりになります。津島神

社に寄るため右に曲って今度は南北の堤防跡

を歩きます。この堤のほうが新しかったので

しょうか、堤らしさが残っています。南に、

細い旧堤防道をしばらく辿ると右側に大きな

イチョウの木のある所に出ます。津島神社の

参詣道です。

〈上街道へ〉

津島神社の立地時期は不明ですが中世、牛

頭天王社として有名になり、西の祇園、東の

津島と全国を二分する天王社に成長しました。

楼門を入ると朱色の鮮やかな社殿が目に付き

ます。拝殿、祭文殿、本殿を回廊でつなぐ尾

張造の社殿です。古代の遺跡はないでしょう

か。南に南門をくぐり、大鳥居に向かって歩

くと右側に摂社の居森社があります。この居

森社は５４０年須佐之男命が来臨し、老女が森

の中に居を定めたとされるお社です。（姥が

森社の方は神社内の和御魂社に移されていま

松川付近の河川堤防跡

再建された姥が森神社 牛頭天王をまつる津島神社

中世十二城址。旧堤防はここでぶつかっている 天王川公園の池。昔の川はこの幅あったことになる
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す。）平安時代の神仏習合説の中で、「須佐之

男命＝牛頭天王」となり、次第に牛頭天王の

方が有名になったようです。

大鳥居を出て東に進むと右に池が見えます。

昔は天王川が流れていましたが水量が減った

ため、下流が池として残りました。江戸時代

中頃までは橋が残っており、東にまっすぐ進

む細い道が神社への参道です。突き当たった

三差路に大きな石の道標が立っています。こ

の角は、北に萱津に向う津島上街道、南に佐

屋路につながる下街道の起点でした。

上街道を北に進むと、古い町並みが残ります。

少し行くと市神社があり、米之座という座が

あった地名も残ります。そこから北が北町で、

付近は湊でした。この辺りが川の東岸の駅家

の候補地になります。T字路を東に少し入っ

た所の不動院は、昔は正覚院という塔頭で、

本寺は甘露王寺という大きな寺だったといい

ます。１５世紀の文書に「国中稀有の古場也」と

あり、古代の駅に付随した寺院の一つだった

という説もあります。街道に戻ると道は堤防

の上を屈曲しながら勝幡に向っています。

最近の二つの発見

ここ１０年くらいの間に、名古屋の古代東海

道ルートに重要な二つの発見がありました。

一つは、平成１０年、古代道路研究の第１人

者である木下良氏が春日井シンポジウムの中

で示した「地図上での古代道痕跡」の発見です。

地図に載る中村区から昭和区にかけての直線

道が古代道路ではないかという指摘です。

いま一つは、平成１２年、名古屋市博物館学

芸員の梶山勝氏が論文で示した豊明市の上高

根の行者堂遺跡が「古代東海道の駅家跡」では

ないかという指摘です。併せて氏は、名古屋

市の平針から刈谷市の八橋付近へのルートを

提案しています。

実は、私が名古屋の古代道路という難問に

挑戦しようと思ったのは、この二つの新しい

発見でした。従来の分析を縦軸に、この二つ

の指摘を横軸にすれば、何かが編み出せるの

ではと考えたのです。もちろん、まだ先には

何も見えませんが、とにかくスタートするこ

とにしたいと思います。
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橋詰の三差路。右に上街道、左に下街道

現在の不動院。昔は広大な寺だったとされる

上街道は落着いたたたずまいを見せつつ、勝幡に向っている


